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令和３年 年頭ご挨拶

奈良県⼟地改良事業団体連合会
会⻑ 奥 野 信 亮

奈良県⼟地改良事業団体連合会の会員皆様、新年、明けましておめでとうございます。
年末から新型コロナウイルス感染症の第三波の感染拡⼤が続き、不安な気持ちで新年を迎えられた⽅も多

いことと存じます。まさに昨年は新型コロナウイルスに翻弄された⼀年でありました。我が国の農業も⼤きな打撃
を受け、たいへんなご苦労をなさった⽣産者の⽅もたくさんおいでになります。年末に閣議決定された第三次の
補正予算案には農林漁業者への⽀援策も盛り込まれておりますが、私も⼀国会議員として早期の成⽴に尽
⼒すると共に、速やかに執⾏されるよう働きかけていきたいと考えております。
また本会と致しましては昨年6⽉に創⽴60周年の節目を迎え、コロナ禍中ではございましたが、ささやかなが

ら記念式典を開催することが出来ました。永年に亘り、奈良県の⼟地改良事業を⽀えて下さっている皆様に
改めまして感謝を申し上げます。
今年は「丑年」、相場の世界の格⾔では「丑年」は「つまずき」ということになっていますが、昨年の「⼦年」が

「繁栄」であったことを思うと、今年も、この格⾔が⼤きく裏切られて「つまずき」どころか「⽴ち直り」の年になるよう
に皆で⼒を合わせて乗り切って参りましょう。
さて、昨年の農林⽔産省の調査では全国に約７５００ヵ所ある基幹的な農業⽔施設の５３％が耐⽤年

数を超過しているとされています。農林⽔産省では標準的な耐⽤年数はダムやため池などの貯⽔池で８０年、
取⽔堰で５０年、⽔⾨で３０年、⽤排⽔機場が２０年、施設の操作機能などを持つ管理設備で１０年
と定められています。⽤排⽔機場では全体の７５％が超過、⽔⾨で７１％、貯⽔池で１０％が耐⽤年数
を超過しています。この１０年で⽤排⽔機場で１２ポイントの増加、⽔⾨で１８ポイントの増加、貯⽔池は
１ポイントと年々、劣化が進み、漏⽔などの事故も増加傾向にあるということです。
農林⽔産省では適切な維持管理による⻑寿命化に重点をおいて対応していくわけですが、我々⼟地改良

区にも、今まで以上に体制を強化してしっかりと維持管理に注⼒することが求められているということだと思いま
す。私も予算の確保に尽⼒すると共に、皆さんの声をしっかりとお伺いし、取り組んで参りたいと存じますので、
引き続きましてご指導とご協⼒をいただけますようお願い申し上げます。
最後になりましたが、1⽇も早い新型コロナウイルス感染の終息と皆様⽅のご清栄を祈念し、新年のご挨拶と

致します。
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令和３年新年を迎えて

奈良県
知事 荒 井 正 吾

奈良県⼟地改良事業団体連合会会員の皆さま、明けましておめでとうございます。
昨年は、年初から新型コロナウイルス感染症が広がり始め、その対策で１年が暮れてしまいました。また、

農業の現場ではトビイロウンカによる⽔稲への被害や鳥インフルエンザの発⽣などがあり、県としてもあらゆる対
策を⾏ってきたところです。

奈良県⼟地改良事業団体連合会におかれましては、昨年創⽴60周年の節目を迎えられ、昭和35年の
創⽴以来、⻑きにわたり市町村、⼟地改良区等による農業農村の基盤整備、維持管理や地域活性化に
向けた取組を推進していただいておりますことに厚くお礼申し上げます。
この間、⼟地改良事業により、⼤和平野への農業⽤⽔供給にはじまり、五條吉野の柿、⼤和⾼原の茶、

平群の⼩菊などに関する⽣産基盤の確保を⾏い奈良県の農業⽣産を牽引していただきました。

そのような中、県においても新たに⾷と農の振興に取り組むことにして、昨年４⽉に制定した「奈良県豊か
な⾷と農の振興に関する条例」の理念をふまえ、奈良の豊かな⾷を発信するとともに農業⽣産振興や農村
活性化をより⼀層すすめたいと考えています。
農村振興関係では、農地を有効活⽤し、農業の⽣産性向上を図るために「特定農業振興ゾーン」を設

定し、農地中間管理事業等を活⽤した担い⼿への農地集積や⾼収益作物の導⼊等に取り組んでいます。
また、防災対策の⾯では、「防災重点ため池」の指定を⾏い、ハザードマップ作成などのソフト対策を進める

とともに、改修整備等ハード整備を順次⾏っているところです。

私は、「地域の⾃⽴を図り、くらしやすい奈良を創る」ことを県政の目指すべき姿とし、直⾯する県政の諸課
題に全⼒で取り組んでまいりました。
この流れを⽌めず、「もっとよくなる奈良」を目指し、「奈良新『都』づくり戦略」をとりまとめ、奈良県をもっと良

くするため、知恵と⼯夫を凝らして、奈良のよりよき未来のための事業を着々と実⾏したいと考えています。
これら事業の推進にあたり、各農村地域の実情や農業⽤施設の状況を熟知されている会員皆さまのご⽀

援、ご協⼒を賜りますよう、お願い申し上げます。

結びに、奈良県⼟地改良事業団体連合会会員の皆さまにとって、実り多い年になりますよう、お祈り申し
上げ、年頭のご挨拶といたします。
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新年のご挨拶

全国⽔⼟⾥ネット会⻑会議顧問
参議院議員 進 藤 ⾦⽇⼦

明けましておめでとうございます。奈良県の皆様には、昨年の「進藤⾦⽇⼦と農⼭漁村を考える会」等の政
経セミナーへのご協⼒をはじめ、⽇頃から⼤変お世話になり、新年を迎えるに当たり衷⼼より感謝申し上げま
す。
昨年は、新型コロナウイルス感染症に翻弄された⼀年でした。昨年、新年を迎えた時には、まさかこのよう

な事態に陥るとは誰もが想像だにしていなかったと思います。まずは、このコロナ禍を国⺠⼀体となって乗り越
え、克服することが最重要課題です。
さて、令和２年度第３次補正予算と令和３年度予算の政府案が閣議決定されました。まずは、３か年

緊急対策に引き続き「防災・減災、国⼟強靱化のための５か年加速化対策」が事業規模１５兆円程度
で実施されることになりました。⼟地改良予算に関しては、令和３年度に執⾏可能な予算として全国各地
域の要請に基づき、補正と当初を合わせて６，３００億円確保できました。令和２年度第３次補正予
算は、１，８５５億円であり、「総合的なＴＰＰ等関連政策⼤綱」に基づく施策の実施関連で７００
億円、防災・減災、国⼟強靭化と災害復旧の推進関連で１，１５５億円計上されています。また、令和
３年度予算は、４，４４５億円であり、⾷料安全保障の確⽴と国⼟保全等を図ることが明確化され、収
益性・防災性の向上に資する農地の⼤区画化、⽔⽥の畑地化・汎⽤化、農業⽔利施設の維持・保全等
を実施する⼟地改良事業を重点的に推進することとしています。また、防災・減災、国⼟強靭化の推進に
関連して、激甚化する災害に備えるため、ため池や農業⽔利施設の整備を推進することとしています。更に
ポストコロナを⾒据えた農村の定住条件を整備する農村整備事業も盛り込まれています。これら予算案につ
いては、通常国会で審議されますが、まずは令和２年度第３次補正予算の早期成⽴に向けて全⼒を尽く
し、令和３年度予算の年度内成⽴に向けて努⼒して参る所存です。
昨年は、宮崎雅夫参議院議員と連携して⼀定の成果を出すことが出来ました。「防災重点農業⽤ため

池に係る防災⼯事等の推進に関する特別措置法」の議員⽴法による制定、⾃⺠党農村基盤整備議員
連盟（⼆階俊博会⻑）として「農業農村の振興を先導する⼟地改良」（全国事例集）を発刊できたこと、
⾃⺠党⼥性局機関誌の「りぶる」での⼟地改良特集の実施などが挙げられます。加えて、⼟地改良関係者
をはじめ多くの⽅々から様々なご意⾒をお聴きし、こうした声を国会質問に反映したり、⾃⺠党部会等で発
⾔したり、農⽔省に直接伝えることなどにより、課題解決の⼀助となった例も多くなってきました。引き続き緊
張感を持って農業・農村の振興に向け、しっかりと活動を進めて参る所存です。
奈良県の皆様にとって本年が素晴らしい年でありますよう祈念いたしますとともに、更なるご指導とご⽀援を

お願い申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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令和３年の新年ご挨拶

全国⽔⼟⾥ネット会⻑会議顧問
参議院議員 宮 崎 雅 夫

新年にあたり謹んで初春のお慶びを申し上げ、本年が奈良県の農業農村整備関係の皆さま⽅にとってより
良い⼀年となりますよう⼼からお祈りいたします。
皆さま⽅におかれましては、平素より⼟地改良の推進、農業農村の活性化にご尽⼒いただいておりますことに

敬意を表しますとともに、私の国政活動にご⽀援を賜り⼼より感謝申し上げます。
さて、昨年は新型コロナウィルス感染症や雲霞（ウンカ）被害など、例年にも増して農業農村は厳しい状況

に⾒舞われ、これらの影響や被害を受けられた皆さまには衷⼼よりお⾒舞い申し上げますとともに、速やかに元
の⽣活や⽣産活動に戻り、さらにはより⼀層安全安⼼な状態が作られるよう私も最⼤限の努⼒をしてまいる
所存です。
近年の⾃然災害の頻発化、激甚化による全国各地からのご要望を踏まえ、進藤⾦⽇⼦参議院議員と⼆

人で主体的に取り組んだ議員⽴法「防災重点農業⽤ため池の対策⼯事等の推進に向けた特別措置法」が
昨年の通常国会で成⽴し、ため池対策の新たな法的枠組みを作ることができました。これを踏まえて、11⽉に
は農林⽔産⼤⾂、総務⼤⾂、防災担当⼤⾂の３⼤⾂会合が開催され、防災重点ため池の整備促進のた
めの地⽅財政措置を拡充する⽅向での検討が始まるなど、具体的な対応が進んでいます。国⼟強靱化対策
もこれまでの３ヵ年緊急対策に続いて新たに5ヵ年の取組が始まることとなり、ため池対策も含め農村の安全
安⼼に向けた⼟地改良の推進のため、引き続き努⼒してまいります。
また、昨年は、コロナ禍の中、農業農村の魅⼒が再認識され、初めて東京からの転出超過となるなど、都市

から農村への人の流れが⽣まれつつあります。この流れをとらえ、農村の活性化を図るための農村のインフラの
持続性の確保や情報通信環境整備など農村整備にも改めて取り組んでいかなければなりません。
そして、新型コロナウィルスによる国⺠⾷料供給への影響は、幸いにも深刻な事態となりませんでしたが、全

世界的な気候変動なども踏まえれば、⾷料の多くを海外に依存している我が国にとって、⾷料安全保障は⼤
変重要な課題であり、⾷料⽣産に必要な重要な要素である農地や農業⽔利施設を、防災・減災の観点の
みならず、次世代にしっかりと引き継いでいかなければなりません。これからも進藤議員とともに、これらを守り、
更に発展させていくため、必要な予算を安定的に確保し、⼟地改良事業を計画的に進めていけるよう、皆さま
⽅からご指導をいただきながら努⼒していきたいと考えています。
結びに、皆さまのご健勝とご多幸を⼼から祈念いたしますと共に、今年もご⽀援を賜りますようお願い申し上

げ、新年の挨拶といたします。
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令和２年１０⽉３１⽇（⼟）、１１⽉１⽇（⽇）、奈良県コンベンションセンター(奈良市)で⾏われた「まちびら
きイベント」に奈良県農村地域づくり協議会のＰＲ事業の⼀貫として参加しました。

「奈良の歴史・魅⼒の再認識と新発⾒︕」をテーマに、ステージやフードイベント、展⽰・物産展、講演会などが⾏われ、
新たな賑わいと交流の拠点である奈良県コンベンションセンターがお披露目されました。
このイベントのひとつである展⽰・物産展に「農村の魅⼒発信」として奈良県農村振興課のブースが出展されました。

その場を借りて奈良県農村地域づくり協議会で活動する、17地域の活動のパネル紹介と農産物の加⼯品を展⽰した
PR活動を⾏いました。
⽼若男⼥、お⼦様連れのご家族など様々な⽅が来場する中、「どのようなイベントに興味がありますか︖」、「どのよう

なイベントに参加したいですか︖」とい
うイベントへの意向調査を⾏いました。
ご協⼒いただいた⽅には、くじ引きに
より奈良県農村地域づくり協議会の
活動組織(会員)がつくっている農産
物の加⼯品をプレゼントさせていただ
きました。2⽇間で延べ２２３人の
⽅にご協⼒いただきました。
意向調査の結果から、直接⾷べ

ることにつながるイベントに興味を
持たれていること、⼿作り講習や農産物の収穫体験がすべての年代に⽀持を受けていることがわかりました。この様に
興味を持たれるポイントは、⾷と農がつながっているイベントだということも感じられました。その他にも、お⼦さんが喜ぶ、
お⼦さんと体験できるイベントが⽀持を受けていました。
また、「どこでこの様なイベントが⾏われているのか」、「どこに聞けばわかるのか」、「プレゼントの加⼯品はどこで買える

のか」などの質問もたくさんあり、各団体の活動に非常に興味を持っていただきました。
この様なPRイベントが農村の地域づくり活動の励みになると感じられた２⽇間でした。

アンケートに回答するご家族アンケートに回答する来場者の⽅々
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令和２年度　奈良県農村地域づくり協議会通常総会
農村地域づくり事業PR業務報告会及び意⾒交換会　開催

令和2年11⽉25⽇(⽔)、⼤和平野⼟地改良区 ⼤会議室において、令和２年度 奈良県農村地域づくり協議
会通常総会（第１部）、農村地域づくり事業PR業務報告会及び意⾒交換会（第２部）を開催しました。

第１部の令和２年度 奈良県農村地域づくり協議会通常総会において、全ての議案が原案通り議決承認されま
した。
第２部の農村地域づくり事業PR業務報告会及び意⾒交換会においては、アンケート調査結果の報告及び、農村

地域づくり協議会の各活動組織（会員）が⾏っている活動内容を、効率的に情報発信する⽅法について活発な意
⾒交換が⾏われました。

奈良県農村地域づくり協議会とは・・・
この協議会は、農村地域の美しい景観や

豊かな⾃然環境、美味しい農産物、郷⼟
料理、伝統⽂化などの農村資源を活かした
魅⼒と賑わいのある農村地域づくりのため、
農村の魅⼒向上活動や都市農村交流など
の賑わいづくりを推進するとともに、地域間
連携を促進し、農村の活性化に資すること
を目的としています。奈良県⼟地改良事業
団体連合会内に事務局を置いています。

議 事

第１号議案 平成３０年度事業報告及び会計収⽀決算に
関する件

第２号議案 令和元年度事業報告及び会計収⽀決算に
関する件

第３号議案 令和２年度事業計画及び会計収⽀予算に
関する件

第４号議案 役員の改選に関する事
第５号議案 奈良県農村地域づくり協議会規約の改正に

関する事
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令和3年度　政策提案・要望活動
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令和３年度の政策提案・要望活動を、奈良県⼟地改良事業団体連合会、 奈良県農業農村整備事業推進協
議会、奈良県⼟地改良区連絡協議会３者合同で、令和２年１１⽉１９⽇（木）、２０⽇（⾦）に⾏いました。
１９⽇は、進藤⾦⽇⼦、宮崎雅夫参議院議員及び奈良県選出の国会議員、２０⽇は、農林⽔産省・財務省

に、地域の実情を説明するとともに、予算確保に向けての要望活動を⾏いました。

【奈良県の農業・農村の振興に関する提案書】

１．産地の競争⼒強化のための⽔利施設の整備や更新、⻑寿命化対策にかかる⽀援と必要な予算の確保
２．農地集積、⾼収益作物導⼊に向けた基盤整備をはじめ、地域の実情に応じた整備への⽀援と必要な予算

の確保
３．防災重点ため池の整備や治⽔利⽤、ハザードマップ作成や機能診断調査など、農地防災・減災、国⼟強靱

化緊急対策について、⼗分な予算を確保するとともに、令和３年度以降の定額助成制度の延⻑ならびに防
災・減災・国⼟強靱化緊急対策事業債の延⻑と枠の拡⼤

４．効率的かつ適切な⼟地改良施設の保全・管理体制強化を図るため、
（１）ため池管理にかかる研修、パトロール、監視等に対する⽀援
（２）⼟地改良施設診断・指導を⾏う⼟地改良区体制強化事業の充実
（３）複式簿記会計導⼊など、改正⼟地改良法の適切な運⽤を図るため、⼟地改良区運営基盤強化の対策

と⽀援強化
（４）⼟地改良施設管理の効率化や農地集約の推進に資する⽔⼟⾥情報データや機器の⼀層の充実に向け

た⽀援強化
（５）気候変動による豪⾬災害の頻発化・激甚化や農業構造・営農形態の変化および流域治⽔におけるため

池治⽔利⽤、⽔⽥貯留等に対応できるよう農業⽔利施設の維持管理に関する⽀援強化
５．農地や⽔路・農道等、農村の資源を良好に保全し、多⾯的機能の発揮を継続するため、中⼭間地域等直

接⽀払交付⾦や多⾯的機能⽀払交付⾦及び推進交付⾦の充実と必要な予算の確保
６．新型コロナ感染症の拡⼤やポストコロナを⾒据え、⼟地改良区役員が⾃宅等から施設を管理運⽤でき

る施設整備、役員会議をはじめ業務のテレワーク化に必要な機器導⼊等に対する⽀援
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『農業農村整備の集い』に参加
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「要望活動」、「集い」にご参加いただきました、県市町村関係の皆様、
⼟地改良区の皆様には、本紙⾯をお借りし厚くお礼申し上げます。

｢農業農村整備の集い｣が、令和２年１１⽉２０⽇（⾦）に、東京都千代⽥区シェーンバッハ・サボーにおいて、
全国⼟地改良事業団体連合会・都道府県⼟地改良事業団体連合会の主催により開催され、奈良県からは２２
名が参加しました。
主催者挨拶で、⼆階俊博 全⼟連会⻑は、 「⽇頃から、⼟地改良に尽⼒していただきお礼申し上げる。農業農村

において、過疎化、⾼齢化、担い⼿の不⾜は、⻑い間、課題となっている。農家の⽅たちの期待に応えられるよう、⼀
致団結して⼟地改良に取り組んでいきたい。」と挨拶されました。
来賓祝辞では、野上農林⽔産⼤⾂から、「農林⽔産業の成⻑産業化と地域の活性化を更に進め、⾷料安全保

障の強化、⾷料⾃給率の向上を実現するためにも、農地や農業⽔利施設など⽣産基盤の整備が不可⽋である。今
後ともあらゆる機会をとらえて必要な予算の確保に全⼒で取り組みたい。」との⼒強い⾔葉がありました。
進藤⾦⽇⼦参議院議員は、「予算については、当初、補正、緊急対策の三つがあり、引き続きその確保に向け全

⼒を尽くす。また、昨年の参議院選挙で当選した宮崎雅夫議員とともに、ため池⼯事特別措置法の成⽴に尽⼒した。
今後も、⼆人で⼒を合わせ努⼒していきたい。」と話されました。
宮崎雅夫参議院議員は、「私の国政での活動も⼆年目を迎え、進藤議員と⼆人で⼒を合わせて、⼆階会⻑始め

皆様⽅のご指導、ご⽀援を賜りながら⼟地改良の推進に全⼒を尽くす。」と挨拶されました。
次に農業農村整備に関する事例発表では、都道府県⽔⼟⾥ネット⼥性の会設⽴状況と、全国⽔⼟⾥ネット⼥性

の会の活動⽅針が紹介されました。
この後、『令和３年度の必要な予算を確保』、『⼤規模災害からの復旧・復興を早急に進めること』、『農業競争⼒

強化のため、農地集積・集約化等を⼀層推進すること』など全１２項目の要請書が全会⼀致で採択され、国に対し
強く要請することが決議されました。
最後に、群⾺県⼟地改良事業団体連合会の熊川栄会⻑により、「ガンバロウ三唱」が⾏われ、「集い」は盛会裏に

終了しました。
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令和２年度  ⼟地改良区会計特別研修　開催
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令和２年１１⽉２６⽇(木)、⼤和平野⼟地改良区 ⼤会議室において、令和２年度 ⼟地改良区会計特別
研修を開催しました。

今回の研修は、貸借対照表の作成には複
式簿記の基本的な事項の理解が必要であるた
め、１部では、会計処理の基本的な研修とし、
全国⽔⼟⾥ネットより講義をしてもらいました。
２部では、複式簿記の導⼊が困難な改良区に
おいては、特別措置として期末⼀括仕訳による
貸借対照表の作成が認められたため（⼀定要
件を満たす改良区）、その⽅法及び農林⽔産
省の補助事業により開発された簡易複式簿記
のソフトの紹介をしました。

◯◯ 研修内容 ◯◯

● １部 複式簿記特別研修 ●

① 複式簿記の基礎知識
全国⽔⼟⾥ネット ⽀援部 主査 ⾦内琴美

② 会計細則等の⾒直し等について
全国⽔⼟⾥ネット ⽀援部 部⻑ 市村和寿

③ 開始貸借対照表について
全国⽔⼟⾥ネット ⽀援部 主査 ⾦内琴美

● ２部 貸借対照表作成研修 ●

④ 期末⼀括仕訳による貸借対照表の作成について
奈良県⼟地改良事業団体連合会 参与 道具弘伸

⑤ 簡易複式会計システム 「ミラウドｍｉｎｉ」の紹介
ADK富士システム株式会社 近藤恒⼀

②全⼟連 ⽀援部 市村和寿 部⻑

④奈良⼟連 道具弘伸 参与

①③全⼟連 ⽀援部 ⾦内琴美 主査

⑤ADK富士システム株式会社 近藤恒⼀ 氏
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⼟地改良区の複式簿記導⼊に向けて
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⼟地改良法の改正に伴い、令和４年度から貸借対照表の作成が義務付けられました。

これを受けて、本会では、昨年より県内の⼟地改良区への会計処理状況の聞き取りと貸借対照表の作成⽅法につ
いての巡回指導業務を実施しています。
また、あわせて貸借対照表に計上する⼟地改良資産についても資産評価を実施しているところです。今後も順次実

施させていただきますので、よろしくお願いします。

お問い合わせは、
奈良県⼟地改良事業団体連合会 総務企画課へ

TEL︓0744-29-1310

令和２年度、本会総務企画課兼⽀援業務課⻑の安⽥尚央と総務企画課主査の南朱美が、
会計指導員に認定されました。

既に、会計指導員である道具弘伸参与とともに３人体制で、会員の皆様のお役に⽴てるよう、
全⼒で取り組んでまいります。
それぞれの⼟地改良区で、財政状況、会計の規模などは異なりますが、適正な会計処理、健全

な事業運営など、⼟地改良区に応じた⽀援をさせていただきます。

今後とも、どうぞよろしくお願いします。

会計指導員に合格！。

巡回指導の様⼦︓倉橋溜池⼟地改良区

◯◯ 巡回指導内容 ◯◯

●貸借対照表作成の具体的な説明
●決算整理に関する指導
●会計ソフトの選択に関する助⾔
●その他
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公益財団法人　農業振興会館　第28回 美アップ農村・レディセミナー 開催
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うましうるわし奈良を伝えるための⾷材・味のこだわりに⽇々努⼒されておられます
奈良ホテル 総料理⻑ 杉谷光弘氏とクラシックホテルのおもてなしと数々の気配り
を実践してこられた奈良ホテル 顧問 辻󠄀利幸氏による｢奈良のおもてなし」と題した
講演が⾏われました。
始めに奈良ホテル 杉谷光弘 総料理⻑から、この後⾏われたテーブルマナー講習

の『美アップセミナーオリジナルメニュー（奈良県の⾷材を使⽤）』のお話のおりには、
マスクをしていても参加者の⽅々の顔がほころんでいるように⾒えました。
次に奈良ホテル 辻󠄀利幸 顧問からは、「奈良のおもてなし」と題して、歴史ある奈良

ホテルに勤めてこられた経験や体験の中からおもてなしで⼤切なことのお話がありました。
『どの程度のおもてなしをするのか、お⾦を出したら、⾊々なことができるがそこに⼼がこ
もっているかどうか、笑顔があるかどうか、気持ちがこもっていないとダメ。⼿づくり感を出
すと喜びが増す。』等ホテル業だけでなく、全てのおもてなしに通じる⾔葉だと思いました。

令和２年１１⽉３０⽇（⽉）、奈良市の「奈良ホテル」 において、公益財団法人
農業振興会館主催（事務局︓奈良県⼟地改良事業団体連合会）の
『第２８回 美アップ農村・レディセミナー』 を開催しました。
セミナーには、⽇頃、地域の農業農村の振興のため、ご活躍されている⼥性３７名と

杉⼭孝 奈良県⾷と農の振興部⻑をはじめとする職員の⽅々にもご参加いただきました。
はじめに、主催者である公益財団法人 農業振興会館 奥野信亮理事⻑の開会挨拶に

続き、岡野正明 奈良県⾷と農の振興部次⻑の来賓挨拶の後、
奈良ホテル 総料理⻑ 杉谷光弘氏と奈良ホテル 顧問 辻󠄀利幸氏
による講演や、同ホテルで⾏われた『テーブルマナー』の講習会
に参加するなど、終始和やかな雰囲気で⾏われました。

『奈良のおもてなし』 － WELCOME TO NARA －

公益財団法人 農業振興会館
奥野信亮 理事⻑

奈良県⾷と農の振興部
岡野正明 次⻑

奈良ホテル
杉谷光弘 総料理⻑

奈良ホテル
辻󠄀利幸 顧問



奈良の土地改良　NO.69

12

情報交換会では、来賓として
村井浩 奈良県副知事にもお越
しいただきました。
奈良ホテルの講師によるテーブ

ルマナーについての講習の後、奈
良県農村地域づくり協議会のPR
事業として、奈良県コンベンション
センターで⾏われたまちびらきイベントに「奈良県農村地域づくり
協議会」が参加した様⼦、アンケート結果や都市と農村の交流
や特産品づくり、地域ぐるみで魅⼒いっぱいの農村をめざして活
動している実例の紹介を事務局より⾏いました。
（P５「まちびらきイベント」 農村の魅⼒発信参照）

－ アンケートより －嬉しいお⾔葉をたくさん頂きました。
☆奈良ホテルと料理の伝統、奈良の歴史を学んで伝統と流⾏

を取り⼊れる事、⼗人⼗⾊のカラーを活かして社会貢献をし
ていきたいと思いました。（30代）

☆⾷と農、切っても切り離せないものです。⾃分なりにこれからも
野菜作り、地域連携に務めたいと思います。（60代）

ご協⼒ありがとうございました。

【情報交換会】 － 奈良ホテル講師によるテーブルマナー実習と共に －

奈良県
村井浩 副知事
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区画整理 2.8 ha
⽤⽔施設 ⽤⽔路915ｍ、ゲート等
⽤地整備 1カ所(多目的広場)
⽣態系保全施設 2カ所(ホタル⽣息施設)
⼯期 平成30年度〜令和4年度
総事業費 1億5千万円
負担区分 国55％　県30％　村・地元15％
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事業紹介　―県営農地環境整備事業:曽爾地区－

曽爾村は屏風岩、兜岳、鎧岳など⼀連の⼤岩壁や曽爾⾼原など美しい⾃然景観を有し、観光資源や
森林資源の豊富な村です。

農業では、傾斜地という条件の不利や鳥獣被害など中⼭間地域特有の悩みを抱えながらも、清らかな⽔
や冷涼な気候を活かし、曽爾ブランド⽶や寒熟ほうれん草、トマトなどの栽培が盛んで、焼酎づくり、ゆずの
加⼯など地域の農産物を活かした商品開発も盛んに⾏われています。

曽爾村では、耕作放棄地の解消や発⽣することを
防⽌し、先人が開拓してきた農地を将来に繋げてい
くため優良農地の⽣産性向上と担い⼿の確保を目
指して平成30年度から県営農地環境整備事業が
⾏われています。

曽爾村 本格⽶焼酎
「鎧嶽(よろいだけ)」
曽爾村の⽶を100％使⽤

今、曽爾村の掛地区では、ほ場整備⼯事が
最盛期を迎えています︕

県営農地環境整備事業 曽爾地区 概要

鎧岳
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◇◇「⽔⼟⾥ネット奈良ホームページ」に掲載する写真を募集します︕◇◇

「⽔⼟⾥ネット奈良ホームページ」を、より皆さまに親しんでいただけるよう、写真を募集します。
皆さまが撮影した⾃慢の⼀枚をぜひ、お寄せください。

◇応募資格◇
奈良県在住の⽅（プロアマ、年齢は問いません）

◇募集写真◇
農業農村・⼟地改良の魅⼒が伝わる四季折々の⾃然やイベントなどの写真で以下の条件を全て満たすもの
１．奈良県内で概ね１年以内に撮影したもの
２．未発表のもの
３．１〜３ＭＢデジタルデータ「.ｊｐｇ」「.ｇｉｆ」「.ｐｎｇ」形式で提供できるもの
４．個人の所有物を被写体とした場合は、所有者の承諾を受けたもの
５．人物が特定できる場合は、被写体の承諾を受けたもの

◇応募方法◇
必要事項（①応募者の氏名・②住所・③電話番号・④メールアドレス・⑤写真のタイトル・⑥撮影⽇時・

⑦場所・⑧コメント等の写真の説明(40⽂字以内)）を記⼊し、写真をＥメールに添付してご応募いただく
か、ＣＤ、ＤＶＤ等の外部記憶媒体を⽔⼟⾥ネット奈良まで郵送または持参しご応募ください。
応募作品は返却できませんのでご了承ください。ＵＳＢメモリやＳＤカード等の返却が必要な媒体での

応募は受け付けられません。
掲載する写真の選考については、⽔⼟⾥ネット奈良に⼀任いただきます。公序良俗に反するまたは、その

おそれがあると判断した場合は、不採⽤とさせていただきます。

◇注意事項◇
１．⽔⼟⾥ネット奈良ホームページには、必要事項の①・②の市町村名・⑤〜⑧を掲載します。
２．応募写真の著作権は応募者本人に帰属しますが、⽔⼟⾥ネット奈良が無償で⾃由に使⽤すること

に同意いただいたものとします。
３．⽔⼟⾥ネット奈良ホームページ以外にも⽔⼟⾥ネット奈良が発⾏する印刷物や媒体に掲載させ

ていただく場合があります。
４．応募写真に関する著作権、肖像権等の問題が発⽣した場合、その責任は応募者に帰属するものとし、

⽔⼟⾥ネット奈良に損害が発⽣した場合、その損害は応募者に補償いただくこととなります。
５．採⽤された写真は、必要によりトリミング処理等を⾏うことや、複数を組み合わせて掲載することがあり

ます。
６．応募作品の返却はいたしません。
７．記念品等はありませんのでご承知ください。

◇応募先◇
〒634-0033
奈良県橿原市城殿町４５９番地 ⼤和平野⼟地改良区４階
奈良県⼟地改良事業団体連合会（⽔⼟⾥ネット奈良）
https://www.naradoren.or.jp
Ｅメール︓na-doren@hyper.ocn.ne.jp

https://www.naradoren.or.jp


奈良の土地改良　NO.69

※R2.11.26(木)
令和２年度⼟地改良区
会計特別研修(P９参照)
配布資料『複式簿記導⼊
促進特別研修テキスト』より

・ 会計細則等の改正案検討

・会計細則案等の改正 等

・会計細則案等の改正承認 等

● 編 集 後 記 ●
新しい年が明けました。皆様は年始の目標を⽴てておられますか︖
私は、昨年の４⽉から奈良県⼟地改良事業団体連合会に参りました。その時から私の目標は、この「奈良の⼟地改

良」という広報誌を年(度)４回発⾏するというものでした。２０２１年１⽉、令和２年度の４回目の広報誌発⾏を
達成することができました。喜びと共に、より内容が充実するように新たに気を引き締めて参りたいと思います。
また、新たな取り組みとして「⽔⼟⾥ネット奈良ホームページ」に掲載する写真を募集する記事も掲載いたしました。

ホームページだけでなく、紙⾯にも反映させたいと思っております。皆様のご応募をお待ちしております。
本年もどうぞ、よろしくお願いいたします。(⻄⼝）
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